
議 案 質 疑

佐
賀
空
港
へ
の
上
海
路
線
就
航
に
と
も
な
う

事
業
展
開
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
等
は
？

(
質
疑
)
県
と
ど
の
よ
う
な
協
議
を
行
っ
て
き
た
か
︒

(
答
弁
)
８
月
以
降
︑
県
と
市
の
情
報
共
有
・
役
割

分
担
に
つ
い
て
の
協
議
を
再
三
に
わ
た
り

実
施
︒

(
質
疑
)
県
と
共
同
し
た
観
光
戦
略
が
あ
る
の
か
︒

(
答
弁
)
中
国
か
ら
の
観
光
客
増
加
を
図
る
よ
い
機

会
と
と
ら
え
︑
県
が
誘
致
事
業
等
や
受
け

入
れ
体
制
整
備
な
ど
に
対
す
る
支
援
事
業

を
︑
市
が
市
内
で
の
消
費
行
動
に
つ
な
が

る
事
業
を
行
う
と
い
う
役
割
分
担
の
も
と
︑

今
後
と
も
連
携
し
て
い
く
︒

(
質
疑
)
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
購
入
に
県
の
補
助
は
な
い

の
か
︒

(
答
弁
)
購
入
に
対
す
る
補
助
は
な
い
︒
た
だ
し
︑

運
行
が
赤
字
と
な
っ
た
場
合
の
補
助
に
つ

い
て
現
在
協
議
中
︒

(
質
疑
)
購
入
す
る
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
の
台
数
・
仕

様
・
価
格
等
は
︒

(
答
弁
)
２
台
購
入
︒
ト
ラ
ン
ク
等
の
大
型
の
手
荷

物
が
収
納
で
き
る
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
を
装

備
し
た
大
型
バ
ス
︒
新
車
で
購
入
し
た
場

合
は
︑
大
変
高
額
︵
１
台
約
４
０
０
０
万

円
︶
で
あ
る
う
え
に
︑
平
成

年
１
月
の

24

路
線
就
航
に
間
に
合
わ
な
い
た
め
︑
中
古

車
を
購
入
し
改
造
︵
１
台
約
２
１
０
０
万

円
)
︒

(
質
疑
)
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
運
行
の
採
算
は
︒

(
答
弁
)
年
間
約
２
０
０
万
円
の
運
行
経
費
を
ク
リ

ア
す
る
た
め
に
は
︑
１
便
当
た
り
８
人
以

上
の
利
用
が
必
要
︒
現
在
の
空
港
バ
ス
と

同
程
度
の
利
用
と
な
っ
た
場
合
は
採
算
ぎ

り
ぎ
り
︒

(
質
疑
)
経
済
波
及
効
果
を
試
算
し
て
い
る
の
か
︒

(
答
弁
)
市
と
し
て
試
算
は
し
て
い
な
い
が
︑
県
が

目
標
と
し
て
い
る
週
３
便
の
就
航
︵
平
成

年
１
月
の
就
航
時
は
週
２
便
︶
で
の
試

24算
で
は
︑
年
間
約
６
億
円
︒
内
訳
は
︑
入

国
す
る
中
国
か
ら
ツ
ア
ー
客
の
消
費
活
動

が
約
４
億
円
︑
出
国
す
る
日
本
人
の
消
費

活
動
に
伴
う
も
の
が
約
２
億
円
︒

安
心
し
て
子
ど
も
を
医
療
機
関
に

受
診
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

(
質
疑
)
助
成
制
度
の
内
容
は
︒

(
答
弁
)
３
歳
以
上
就
学
前
の
子
ど
も
に
係
る
医
療

費
の
助
成
方
式
を
﹁
償
還
払
い
方
式
﹂
か

ら
３
歳
未
満
と
同
様
の
﹁
現
物
給
付
方

式
﹂
に
変
更
︒
あ
わ
せ
て
現
物
給
付
化
に

伴
い
３
歳
未
満
と
３
歳
以
上
就
学
前
と
区

分
し
て
い
た
保
護
者
負
担
額
を
医
療
機
関

ご
と
に
１
回
あ
た
り
５
０
０
円
を
上
限
２

回
ま
で
︑
入
院
は
上
限
１
０
０
０
円
ま
で

と
統
一
︒

(
質
疑
)
改
正
さ
れ
た
理
由
は
︒

(
答
弁
)
今
ま
で
の
償
還
方
式
で
は
一
旦
窓
口
で
自

己
負
担
額
の
全
額
を
支
払
っ
て
い
た
が
︑

現
物
給
付
方
式
に
改
め
る
こ
と
に
よ
り
︑

一
時
的
な
負
担
の
軽
減
及
び
手
続
き
の
簡
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︵
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︶
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素
化
で
安
心
し
て
受
診
で
き
る
環
境
を
整

え
る
た
め
︒

(
質
疑
)
保
護
者
負
担
額
を
見
直
し
た
理
由
は
︒

(
答
弁
)
県
内
で
統
一
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
と
︑

保
護
者
に
有
益
な
こ
の
制
度
が
将
来
に
向

か
っ
て
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
運
営
で
き

る
た
め
に
︑
医
療
費
助
成
費
の
増
加
に
よ

る
財
政
負
担
を
勘
案
し
県
が
見
直
し
を
提

案
し
︑
適
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
た
め
︒

(
質
疑
)
佐
賀
県
が
示
し
た
窓
口
一
部
支
払
い
方
式

に
対
し
て
の
市
の
意
見
は
︒

(
答
弁
)
保
護
者
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
を

重
ね
た
う
え
で
︑
十
分
に
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
提
案
だ
と
考
え
る
︒

(
質
疑
)
負
担
額
は
い
く
ら
増
え
る
と
試
算
し
て
い

る
か
︑
ま
た
積
算
根
拠
は
︒

(
答
弁
)
償
還
払
い
方
式
で
は
手
間
が
か
か
る
と
し

て
助
成
申
請
し
な
か
っ
た
医
療
費
が
す
べ

て
が
助
成
の
対
象
に
な
る
こ
と
な
ど
か
ら

年
度
の
３
歳
以
上
就
学
前
の
医
療
費
の

22決
算
額
の
１
・
５
倍
︑
お
よ
そ
６
９
０
０

万
円
の
増
︑
加
え
て
国
民
健
康
保
険
制
度

に
お
け
る
国
保
負
担
金
の
減
額
に
よ
り
約

６
０
０
万
円
の
増
︑
及
び
審
査
支
払
い
事

務
経
費
の
追
加
負
担
と
し
て
︑

万
４
０

14

０
０
件
分
︑
約
１
３
０
０
万
円
︒

(
質
疑
)
制
度
改
正
準
備
経
費
に
対
す
る
県
の
補
助

は
︒

(
答
弁
)
県
の
補
助
要
綱
に
事
務
費
に
対
す
る
規
定

が
な
い
こ
と
や
各
市
町
の
シ
ス
テ
ム
の
規

格
の
違
い
な
ど
に
よ
る
事
務
経
費
の
違
い

が
あ
る
こ
と
︑
ま
た
︑
県
と
し
て
も
現
物

給
付
化
を
支
援
す
る
た
め
に
経
常
的
な
財

政
負
担
が
大
き
く
見
込
ま
れ
る
な
ど
の
理

由
に
よ
り
︑
県
か
ら
の
補
助
は
な
く
そ
れ

ぞ
れ
の
市
町
で
対
応
︒

(
質
疑
)
負
担
増
に
対
す
る
佐
賀
県
の
財
政
支
援
は
︒

(
答
弁
)
現
行
で
は
３
歳
未
満
に
対
し
２
分
の
１
︑

３
歳
以
上
就
学
前
の
入
院
の
み
４
分
の
１

の
補
助
が
︑
ゼ
ロ
歳
か
ら
就
学
前
の
医
療

費
補
助
の
２
分
の
１
の
補
助
に
な
る
こ
と

か
ら
︑

年
度
の
決
算
ベ
ー
ス
で
見
る
と
︑

22

約
５
１
０
０
万
円
の
県
費
負
担
増
と
な
る
︒

市
民
活
動
団
体
の
活
動
基
盤
強
化
と

市
民
参
加
の
促
進
の
た
め
に
は
？

(
質
疑
)
市
民
活
動
団
体
の
ど
れ
く
ら
い
が
事
業
へ

の
補
助
申
請
を
し
た
の
か
︒

(
答
弁
)
登
録
団
体

団
体
︵
３
１
２
団
体
中
)
︑

27

未
登
録
団
体

団
体
︑
計

団
体
が
申
請
︒

20

47

(
質
疑
)
補
助
金
の
交
付
決
定
額
と
関
連
経
費
の
総

額
は
︒

(
答
弁
)
交
付
決
定
額
が
約
３
６
８
万
円
︑
広
報
費

用
な
ど
の
関
連
経
費
が
約
４
６
０
万
円
で

総
事
業
費
約
８
２
８
万
円
︒

(
質
疑
)
補
助
金
の
交
付
決
定
ま
で
の
事
務
作
業
は
︒

(
答
弁
)
公
募
説
明
会
の
開
催
︑
広
報
︑
申
請
書
の

受
付
・
審
査
︑
投
票
内
容
の
確
認
と
票
数

の
確
定
︑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
結
果
の
公

●
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表
︑
投
票
結
果
に
伴
う
変
更
申
請
の
受

付
・
審
査
な
ど
︒

(
質
疑
)
申
請
取
下
げ
︵
２
団
体
︶
と
支
援
対
象
取

り
消
し
︵
１
団
体
︶
の
理
由
は
︒

(
答
弁
)
補
助
金
の
要
件
に
合
致
し
な
い
１
団
体
と

資
金
面
・
人
材
面
か
ら
事
業
実
施
が
困
難

に
な
っ
た
１
団
体
が
申
請
取
下
げ
︒
本
来

業
務
に
法
令
違
反
が
発
覚
し
た
１
団
体
を

支
援
対
象
取
り
消
し
︒

(
質
疑
)
団
体
や
市
民
か
ら
の
意
見
聴
取
の
状
況
と

内
容
は
︒

(
答
弁
)
す
べ
て
の
団
体
と
市
民
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
︒
支
援
対
象
と
な
っ

た
団
体
と
は

月
に
意
見
交
換
会
を
実
施
︒

11

(
質
疑
)
意
見
聴
取
を
踏
ま
え
た
改
善
は
︒

(
答
弁
)
投
票
手
続
き
の
簡
素
化
︵
本
人
確
認
書
類

の
添
付
省
略
︶
と
補
助
率
の
引
き
上
げ

︵
２
分
の
１
を
３
分
の
２
︶
を
予
定
︒

(
質
疑
)
従
来
型
の
補
助
制
度
に
す
る
考
え
は
な
い

か
︒

(
答
弁
)
経
費
や
手
間
は
か
か
る
が
︑
こ
の
制
度
に

よ
り
市
民
活
動
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
た
︒

市
民
活
動
団
体
へ
の
理
解
及
び
市
民
参
加

の
促
進
を
図
る
上
で
有
効
で
あ
り
基
本
的

に
は
継
続
し
て
い
く
︒

給
与
の
削
減
に
よ
り
職
員
の
生
活
設
計
や

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
影
響
は
な
い
か

人
事
院
勧
告
及
び
佐
賀
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
に

準
拠
し
た
改
正
で
あ
る
が
︑

(
質
疑
)
人
事
院
勧
告
の
内
容
は
︒

(
答
弁
)
給
与
表
の
平
均
改
定
率
は
マ
イ
ナ
ス
０
・

％
︒

月
支
給
の
期
末
手
当
に
お
け
る

23

12

年
間
給
与
較
差
相
当
分
の
調
整
と
し
て
マ

イ
ナ
ス
０
・

％
︒

37

(
質
疑
)
佐
賀
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
の
内
容
は
︒

(
答
弁
)
平
均
改
定
率
０
・
２
％
︒
年
間
給
与
較
差

相
当
分
の
調
整
と
し
て
マ
イ
ナ
ス
０
・
41

％
︒

(
質
疑
)
本
市
職
員
へ
の
影
響
額
は
︒

(
答
弁
)
全
体
で
約
２
４
０
０
万
円
︒
１
人
あ
た
り

約
１
万
４
９
０
０
円
︒

(
質
疑
)
職
員
の
生
活
設
計
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ

の
影
響
は
︒

(
答
弁
)
生
活
設
計
へ
の
影
響
は
少
な
か
ら
ず
あ
る

と
考
え
る
︒
労
働
意
欲
は
今
回
の
よ
う
な

給
与
改
正
に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

と
考
え
る
︒

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
た
事
業
に

な
っ
て
い
る
の
か
？

(
質
疑
)
事
業
の
概
要
は
︒

(
答
弁
)
災
害
情
報
等
迅
速
か
つ
的
確
に
︑
多
種
多

様
な
手
段
に
伝
達
で
き
る
よ
う
計
画
し
て

い
る
︒
具
体
的
に
は
︑
︵
ア
︶
本
庁
・
支

所
・
避
難
所
及
び
危
険
度
の
高
い
地
域
に
︑

通
信
機
能
を
有
す
る
屋
外
拡
声
支
局
を
１

５
３
局
︑
モ※

１

ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
局
を

局
11

設
置
︒
︵
イ
︶
監
視
カ
メ
ラ
の
映
像
や
防

災
情
報
等
が
閲
覧
で
き
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
の
作
成
︵
ウ
︶
災
害
情
報
の
メ
ー
ル
配

信
︵
エ
︶
市
職
員
の
緊
急
招
集
を
行
う
手

段
と
し
て
の
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
の
構
築

︵
オ
︶
緊
急
時
に
市
民
に
強
制
的
に
情
報

を
伝
達
す
る
エ
リ
ア
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
の

構
築
︵
カ
︶
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
の
マ

ス
コ
ミ
と
の
連
携
シ
ス
テ
ム
の
構
築
︒

(
質
疑
)
市
内
す
べ
て
に
情
報
が
届
く
よ
う
に
な
る

の
か
︒

(
答
弁
)
東
日
本
大
震
災
を
み
て
も
市
内
す
べ
て
の

●6

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
︵
１
１
３
号
︶

防
災
総
合
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
︵
１
０
８
号
︶

平
成

年
度
か
ら

年
度
ま
で
の
限
度
額

23
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億
６
２
６
万
円

15

※１ 緊急防災情報をサイレンや音声により通常のサイレンよりも広範囲に市民へ知らせるシステム。



議 案 質 疑

地
区
に
情
報
が
届
く
と
は
考
え
に
く
い
た

め
︑
多
様
な
手
段
を
用
い
た
情
報
伝
達
の

実
施
と
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
に
応
じ
る

シ
ス
テ
ム
の
設
置
を
考
え
て
い
る
︒

(
質
疑
)
シ
ス
テ
ム
の
周
知
方
法
は
︒

(
答
弁
)
シ
ス
テ
ム
運
用
の
開
始
時
期
に
あ
わ
せ
︑

い
ろ
い
ろ
な
手
法
︑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

の
媒
体
を
用
い
︑
シ
ス
テ
ム
が
有
効
に
活

用
さ
れ
る
よ
う
広
報
し
て
い
く
︒

消
防
行
政
統
合
後
、
各
消
防
本
部
の
債
務
は

ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
る
の
か
。

消
防
行
政
の
統
合
に
む
け
て
の
関
連
議
案
で
あ
る

が
︑

(
質
疑
)
平
成

年
４
月
１
日
の
統
合
と
い
う
こ
と

25

だ
が
今
議
会
に
議
案
を
提
出
し
た
理
由
は
︒

(
答
弁
)
消
防
緊
急
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
の
改
修
︑

消
防
救
急
無
線
シ
ス
テ
ム
の
整
備
改
修
︑

統
合
後
の
職
員
の
再
配
置
に
と
も
な
う
庁

舎
等
の
改
修
と
い
っ
た
事
前
の
準
備
が
必

要
で
あ
る
こ
と
が
主
な
理
由
︒

(
質
疑
)
統
合
後
の
債
務
の
取
り
扱
い
は
︒

(
答
弁
)
償
還
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
は
統
合
前
の

構
成
市
町
で
処
理
す
る
︒

(
質
疑
)
統
合
に
よ
る
佐
賀
市
の
負
担
額
の
増
減
は
︒

(
答
弁
)
平
成

年
度
ま
で
で
約
１
５
８
０
万
円
増

29

の
予
定
︒

(
質
疑
)
今
後
の
課
題
は
︒

(
答
弁
)
人
事
再
配
置
な
ど
︒
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防災訓練のようす

佐
賀
中
部
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

︵
１
２
２
号
︶

神
埼
地
区
消
防
事
務
組
合
の
解
散
に
つ
い
て

︵
１
２
３
号
︶

神
埼
地
区
消
防
事
務
組
合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処

分
に
つ
い
て
︵
１
２
４
号
︶

小
学
生
が
議
場
見
学
に
！

１
月

日
／
高
木
瀬
小
学
校

６
年
生
５
ク
ラ
ス
／
１
６
５
名
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は
じ
め
て
見
る
議
場
に
︑
子
ど
も
た
ち
は
興
味

津
々
︑
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
︒
こ
の
な
か
か
ら
︑

未
来
の
市
議
会
議
員
が
誕
生
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

議
場
の
見
学
は
︑
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
︑

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

(
佐
賀
市
議
会
事
務
局

☎

・
７
３
１
０
)
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